
時 間 帯

M002C

M005A

M002D

M005B

M002E

M005C

10名 5日 30時間 9:15～16:00 25,000円

本とかの伝聞による知識では得られな
いノウハウを実物を通して知ることが
できた。

専門的な知識を学び自分のこれからに
役になると思いました。

きめ細かく丁寧な指導で非常に分かり
易かったです。補足説明もあり、知識を
深めることができました。

●

●

●

旋盤加工技術＆旋削加工の理論と実際

4/17(月) ～   4/19(水)

4/20(木) ～   4/21(金)

7/10(月) ～   7/12(水)

7/13(木) ～   7/14(金)

10/23(月) ～ 10/25(水)

10/26(木) ～ 10/27(金)
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10名 7日 42時間 9:15～16:00 31,500円

時 間 帯

M001A

M002A

M001B

M002B

【前コースM001】
<加工する形状に応じたバイトの選定と各種加工作業>
普通旋盤の安全作業、加工条件の選定、各種加工方法（外径・内径・溝・ねじ切り・
ローレット・テーパ加工）と関連知識について、実習を通して習得します。

① 概要
訓練目的及びコース概要／専門能力の確認／安全作業

② 各種加工法
（外径加工、溝加工、ねじ加工、ローレット加工）
課題実習
（外径加工）（溝加工のテクニック）（ローレット加工のテクニック）（ねじ加工）

③ 成果発表
④ まとめ

【後コースM002】
<『前コースM001』の要素を含んだ組合わせ部品の加工作業>
『M001』で取り上げた各種加工法に、新たな要素作業（テーパ加工、内径加工）を加
えて、組合わせ部品を製作します。

① 概要
訓練目的及びコース概要／専門能力の確認／安全作業

② 旋盤加工（外径加工、テーパ加工、内径加工）
③ 総合課題実習
（テーパ合わせ加工、内径段付き加工）

④ まとめ

※ 実習の進行に関わる都合上、1コースのみの受講はできません。

※ ノギスとマイクロメータの取り扱いについては事前に習得をお願いします。
また、授業の進行具合により多少時間延長することがございます。

今後、旋盤を使う機会に役立つ内容だっ
た。

会社ではなかなか学ぶことが難しいため、
1つ1つ学ぶことができて良かった。旋盤
の一通りの流れを習得できた。

旋盤の内径を切削する技術を知らな
かったため、それを知ることができた。

知識を身に付けられたことで加工1つ1
つの条件など、その意味を理解しながら
今後の仕事に活かしていけると思いま
した。　

仕事の幅が広がりそうだと思った。

●

●

●

●

●

旋盤作業等の業務に従事されている方

長袖作業服、安全帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具

普通旋盤、各種バイト、測定具　等

11/9(木) ～ 11/14(火)

11/15(水) ～ 11/17(金)

1/25(木) ～   1/30(火)

1/31(水) ～     2/2(金)

－ 19 －

▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 



時 間 帯

10名 7日 42時間 9:15～16:00 35,000円

3/13(水) ～ 3/15(金)

3/18(月) ～ 3/22(金)

M003A

M001C

加工の知識を設計に活かせると思った。

切削の仕方にもいろいろあり、バイトの
選定に役立つ。

経験のなかった知識が深まった。
加工に対する知見がより深まった。

M001～M003を受講し、７日間で５部
品製作しました。学んだ内容を実施でき
たと実感しました。

●

●

●

●

【前コースM003】
普通旋盤における要素作業（各種ねじ切り・組立て部品加工）と関連知識について、実
習を通して習得します。

① 概要
訓練目的及びコース概要／専門能力の確認／安全作業

② 高度な加工のために必要な知識
③ 各種ねじ切り加工実習

右ねじ／左ねじ加工／内径ねじ加工
④ まとめ

【後コースM001】
＜『前コースM003』と＜旋盤セットコース2＞（M001/M002）の要素を含んだ組合
せ部品の加工＞
『M003』で取り上げた要素作業に、新たな要素作業（偏心加工）を加えて、組合わせ部
品を製作します。

① 概要
訓練目的及びコース概要／専門能力の確認／安全作業

② 各種加工方法（ねじ加工、テーパ加工、偏心加工）
③ 総合課題実習（軸形状加工、内径テーパ加工、内径偏心加工）
④ まとめ

※実習の進行に関わる都合上、1コースのみの受講はできません。

※ノギスとマイクロメータの取り扱いについては事前に習得をお願いします。また、
授業の進行具合により多少時間延長することがございます。

－ 20 －

年
間
日
程
表

月
別

機
械
系

コ

ー

ス

内

容

機
械
系
・
溶
接

電
気
・
電
子
系

共　
　
　

通

Ｑ
＆
Ａ

体
系
図

各　

種

ご　

案　

内

構
内
案
内
図

受
講
申
込
書



時 間 帯

 6名 4日 24時間 9:15～16:00 31,000円

7/11(火) ～ 7/14(金)

9/19(火) ～ 9/22(金)

M007A

M007B

切削条件の出し方等、非常に分かりやす
く、今後の仕事や部下に指導ができる。

今まで教えてもらった通りにやって、な
ぜ？というところまで理解していな
かったので、細かい部分の理解が深まり
ました。

●

●

 6名 5日 30時間 9:15～16:00 32,500円

10/23(月) ～ 10/27(金)

11/6(月) ～ 11/10(金)

M011A

M011B

今までカタログだけを見て決めていた
切削条件の出し方などが、どのようにす
れば自分で決められるかなど知りまし
た。

これまでに学んだフライスの使用方法
を復習できたと同時に、フライスに関す
る新たな技術や知識を習得できたため。

回転数など細かい知識が身に付きまし
た

●

●

●

時 間 帯

・ あり溝フライ加工

－ 21 －

 

▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 



 6名 5日 30時間 9:15～16:00 33,500円

1/29(月) ～ 2/2(金)M012A

ボーリング加工について勉強できて良
かったです。

普段は学べない工具の使い方を知るこ
とができた。

新しく使用する道具や新しい道具の使
い方を知ることができた。

●

●

●

時 間 帯

④　まとめ

時 間 帯

10名 5日 30時間 9:15～16:00 21,000円

4/24(月) ～   4/28(金)

12/11(月) ～ 12/15(金)

M021A

M021B

CNC旋盤の知識を高めることができた。

今までは完成されたプログラムをただ回
して加工品を作成していたが、今回学ん
だことでより深く理解することができた。

講義で一からプログラムを作成してみて、
今までの疑問が分かるようになった。

生産効率向上につながる活動を自分か
ら行うことができるようになった。

●

●

●

●
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時 間 帯

10名 5日 30時間 9:15～16:00 20,000円

7/3(月) ～ 7/7(金)M022A

職場にあるMCのプログラムができるよ
うになり業務の幅が広がった。

円弧補間、径補正は過去にプログラムさ
れた物をそのまま使用していただけな
ので、大いに勉強になりました

●

●

 8名 3日 18時間 9:15～16:00 19,000円

2/27(火) ～ 2/29(木)M008A

カスタムマクロの基本的な使い方が理
解できた。

今まで意味が分からず使っていたこと
が理解できるようになって良かった。

●

●

時 間 帯

長袖作業服、安全帽、安全靴、筆記用具

－ 23 －

 

▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 



8名 2日 12時間 9:15～16:00 17,000円

11/28(火) ～ 11/29(水)M009A

専門的な知識や技能を学ぶことができ
た。

何となく聞いていた専門用語だったり
がありましたが、受講してある程度意味
が理解できて良かった。

●

●

時 間 帯

長袖作業服、安全帽、安全靴、保護メガネ、筆記用具

① 概要
・訓練目的及びコース概要／専門能力の確認／安全作業

・要因分析
・対策法

時 間 帯

10名 4日 24時間 9:15～16:00 22,500円

12/5(火) ～ 12/8(金)M023A

業務で使用しているプログラムの理解を
講習を通して深めることができた。

マシニングのプログラムが組めるように
なった。４日間集中して勉強できたから。

●

●

このコースと続けて受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
　「穴加工の最適化技術」 M024A
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時 間 帯

10名 4日 24時間 9:15～16:00 24,000円

2/13(火) ～ 2/16(金)M024A

新たなプログラムの作成手順を知るこ
とができました。

普段使用することができない機械を使
用することができて役立ちました。

●

●

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「マシニングセンタ加工技術」 M023A

時 間 帯

8名 4日 24時間 9:15～16:00 28,000円

M031A

M031B

M031C

M031D

社内では勉強ができない事を学べました。

寸法の付け方等、今まで社内図面を参考に､そ
の都度、先輩に聞きながらでしたが、正確な知
識を勉強し直せて参考になった。

実際に作図作業を行うことで理解が深まりま
した。

復習の意味もあったが新たに身に付いた知識
があり、知見を深めることができた。

●

●

●

●

7/4(火) ～     7/7(金)

8/29(火) ～     9/1(金)

11/14(火) ～ 11/17(金)

2/13(火) ～   2/16(金)

－ 25 －
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時 間 帯

8名 3日 18時間 9:15～16:00 22,000円

1/16(火) ～ 1/18(木)

3/12(火) ～ 3/14(木)

M032A

M032B

自分で勉強していたことが教えてもら
うことで更なる理解につながった。
品質管理をしていく上で問題が発生し
た際の解決などに役立つのではと思い
ました。
材料の特性試験をする上で材料力学の
部分で理解が深まった。
会社内で今回の受講内容を受けたことが
ないので、効果が期待できると思います。

●

●

●

●

時 間 帯

10名 4日 24時間 9:15～16:00 23,000円

M041A

M041B

M041C

M041D

M041E

M041F

M041G

CADの使い方を丁寧に教えていただい
た。

修理・改善の部品図や、設備レイアウト変
更図を他の人へ依頼していたが、自分で書
けることにより仕事がスムーズになる。

会社でもCADを使える人が少なく、皆が
自己流だったので、より良い方法でCAD
を使えるようになったと思う。

●

●

●

4/18(火) ～   4/21(金)

7/18(火) ～   7/21(金)

8/22(火) ～   8/25(金)

10/17(火) ～ 10/20(金)

12/5(火) ～   12/8(金)

1/16(火) ～   1/19(金)

3/5(火) ～     3/8(金)
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このコースと続けて受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「設計に活かす３次元CADサーフェス
モデリング技術」M043

時 間 帯

10名 4日 24時間 9:15～16:00 21,500円

4/11(火) ～   4/14(金)

6/27(火) ～   6/30(金)

10/10(火) ～ 10/13(金)

1/9(火) ～   1/12(金)

M042A

M042B

M042C

M042D

CATIA導入検討の参考になりました。
(M042B)
普段のモデリングではサーフェスしか使わ
ないため、ソリッドで解決できるノウハウ
が身に付いた。
ソリッドワークスで効率良く図面が書けるよ
うな操作方法を学べたと思う。

コースによって使用ソフトが異なりますのでご注意ください

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,500円

9/5(火) ～   9/7(木)

1/22(月) ～ 1/24(水)

M043A

M043B

サーフェスを使ってどのようにモデリング
を行うかのプロセスを学ぶことができた。

知らなかったコマンド、機能を知り、サー
フェスを使えるようになった。

仕事であまり使用していないコマンドを
使ってモデリングが行えた。

SOLIDWORKS（M043B）では、ソフト
ウェアの機能の関係で、曲面を持つソ
リッドの作成や編集を主に行います。

●

●

●

※

このコースの前に受講すると
より効果的なコースはこちら↓↓↓
「設計に活かす3次元CADソリッド
モデリング技術」M042

コースによって使用ソフトが異なりますのでご注意ください

① ３次元ＣＡＤ概要

－ 27 －
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時 間 帯

10名 4日 24時間 9:15～16:00 17,500円

4/25(火) ～   4/28(金)

7/4(火) ～     7/7(金)

8/22(火) ～   8/25(金)

10/10(火) ～ 10/13(金)

M051A

M051B

M051C

M051D

機械の構造や役割を知り、普段とは違っ
た視点から考えられるようになると思
いました。

メーカーへ修理依頼をする際や部品交
換で済ませていた部分を理由を説明し
て対応できるようになると思った。　

講師の知識が豊富で分かりやすい。　

保全に対して理論的に考えることがな
かったので、良い機会になった。

点検項目の曖昧な部分の見直しに利用
できそうです。また、回路図の記号につ
いて理解できました。

●

●

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,000円

8/1(火) ～ 8/3(木)

3/5(火) ～ 3/7(木)

M052A

M052B

これまで当たり前に作業していた物事
について一つずつ理論を理解できた。

今まで現場のみの技術で理論的にはよ
く知らなかったので、学べてよかった。

分解や組み立てができて勉強になった。

普段何気なく交換していた部品が、どの
ような影響を受けて劣化していくのか
知れた。

●

●

●

●

－ 28 －
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時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 15,000円

7/25(火) ～ 7/27(木)

12/5(火) ～ 12/7(木)

M053A

M053B

空気圧の構造や仕組みなど分解して学
ぶことができ、知識が深まりました。

今まで理解しないで行っていた業務に知
識が付いたことでより楽しみになった。

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 15,000円

2/14(水) ～ 2/16(金)M054A

空圧機器を使用した機械が多い部署で
勤務しているため、大変良い勉強になり
ました。

仕事で使用している機器と同じ種類の
ものが多数あって学べたので良かった
です。

●

●

－ 29 －

 

▲

空席状況の確認はwebサイト⇒ 



時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 10,500円

10/17(火) ～ 10/18(水)M055A

電動シリンダの構造、保守方法が理解で
きました。

電気の低減やエネルギー損失の低減に
役立てることができる。

●

●

講師は、電動アクチュエーターを製
造している（株）ＩＡＩ（アイエイアイ）
営業技術担当の方を予定しています

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,000円

5/17(水) ～ 5/19(金)

7/11(火) ～ 7/13(木)

M056A

M056B

優しく丁寧に教えていただけたため、内
容が理解しやすかったです。

会社の先輩方の経験と勘で教わってき
た内容を、式や数値を用いて理解するこ
とができた。

会社で教えきれない知識を分かりやす
く説明して頂いて、今後に活かせそう。

設計専門なので実習はとても刺激を受
けました。

●

●

●

●

② ねじ締結部の不良概要

⑥ まとめ

及び留意事項
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時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,000円

5/30(火) ～   6/1(木)

7/19(水) ～ 7/21(金)

M057A

M057B

減速機の内部の構造はあまり見る機会
もないので、勉強になった。

曖昧だった知識を実際に手を触れての作
業をとおして、より理解することができた。

機械の分解、組立を通して様々な部品の
使い方が理解できました。

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 14,000円
伝動装置の機械保全技術

伝動装置の保全知識を深め、実習を通して的確な技術を習得するコースです

伝達用装置の取扱い（歯車の知識、Ｖベルトの知識、駆動チェーンの知識）について、
歯車・ベルト等の組付け実習を通して習得します。

① コース概要及び留意事項
② 伝動装置の機械要素部品の構造
③ 伝動装置の不良対策実習

・振動計、温度計を用いた分解前運転状態の把握
・分解部品の洗浄、非破壊検査、測定
・交換基準による交換部品の有無確認
・伝動装置における主要な故障部位と詳細
・回転機械の組立て及び調整実習
・軸
・運転状況の観察・測定（回転数・温度測定・振動等）

④ まとめ

機械及び生産設備の保全に従事されている方

長袖作業服（上着）、安全帽、筆記用具

作業工具一式、測定装置一式、回転装置一式

9/12(火) ～ 9/14(木)M058A

何となく実施していたメンテナンス等
の知識を知ることができた。

設備の異常に気付くためのポイントが
学べた。

実例に基づいた内容で理解しやすかった。

●

●

●
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時 間 帯

8名 2日 12時間 9:15～16:00 15,000円
渦巻きポンプの保全実務

渦巻きポンプ保全の知識を深め、実習を通して的確な技術を習得するコースです

水処理設備や工作機械に使用されている渦巻きポンプの保全方法と、メカニカル
シールの取扱いを習得します。

① コース概要及び留意事項
② 渦巻きポンプに関連する不良
③ 渦巻きポンプの特徴
④ 軸封装置
⑤ ポンプの保全

・グランドパッキンの交換
・メカニカルシールの交換
・軸封部の改善（グランドパッキンからメカニカルシールへ）
・軸継手の心出し作業
・液漏れ確認
・試運転

⑥ ポンプの故障とその対策
⑦ まとめ

機械及び生産設備の保全に従事されている方

長袖作業服（上着）、安全帽、筆記用具

渦巻きポンプ、メカニカルシール、グランドパッキン、ダイヤルゲージ、スコヤ、シム

9/26(火) ～ 9/27(水)M059A

ポンプの修理は外注のため自分で分解
を行う機会がなかったが、このセミナー
で自分で分解を実施することができた。

ポンプについて分解から組立するセミ
ナーは探してもほぼ無いので、大変助か
りました。

実技と座学のバランスが良く、２日間で
したが飽きることなく受講できました。

●

●

●

時 間 帯

10名 3日 18時間 9:15～16:00 16,000円
油圧システムの保全技術

油圧システム保全の知識を深め、実習を通して的確な技術を習得するコースです

油圧システムを構成する機器の機能や用途を理解して、油圧回路のトラブル時の原
因追究法と制御系トラブルの対策方法について習得します。

① コース概要及び留意事項
② 油圧システムにおけるトラブル概要
③ 構成機器の構造・動作原理
④ 構成機器の分解組立・特性実習
⑤ 実用回路とトラブル対応実習

・抵抗負荷実習
・垂直負荷実習
・動作不具合からからのトラブルシューティング
・原因の予測と分解確認実習
・正常動作確認実習

⑥ まとめ

機械及び生産設備の保全に従事されている方

長袖作業服（上着）、安全帽、筆記用具

油圧実習装置、カットモデル、分解用ポンプ・バルブ

11/14(火) ～ 11/16(木)

PLCと油圧回路の関係などを整理して正
しく理解できた。

油圧機器についての知識が深まった。

圧力に関する専門的な知識が向上した。

●

●

●

M060A
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16:00 10,500円

4/13(木) ～ 4/14(金)

5/23(火) ～ 5/24(水)

7/25(火) ～ 7/26(水)

8/1(火) ～   8/2(水)

1/16(火) ～ 1/17(水)

M071A

M071B

M071C

M071D

M071E

専用工具、用具を、長い時間扱うことが
でき、勉強になった。

会社では中々聞くことができないマイ
クロメータやダイヤルゲージの正式な
使い方を知ることができて良かった

現場で軽く教えてもらっただけで、詳し
く教えてくれる人がいないので、大変助
かった。

会社では中々忙しくて詳しく学べな
かったことがあったので、知識を多く吸
収して現場で活かせると感じました。

●

●

●

●

時 間 帯

6名 3日 18時間 9:15～16:00 18,500円

8/22(火) ～ 8/24(木)M072A

2/27(火) ～ 2/29(木)M072B

新しい測定方法を知ることができ、今後
の業務に使える技術が増えた。

測定の方法等の幅広い知識が身に付い
た。今まで使用したことのない機能を身
に付けることができた。

●

●

ＣＮＣ三次元測定機、ワークサンプル

三
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時 間 帯

10名 2日 12時間 9:15～16：00 19,000円

10/4(水) ～ 10/5(木)W001A

上司の教えでは分からなかったことが、
講習を終えて知ることができた。

個々に設備があり集中して実習ができた。

各種接手溶接について細かく注意点を
教育してくれ、理由も丁寧に説明してく
れた。

●

●

●

時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16：00 22,500円

6/22(木) ～   6/23(金)

10/12(木) ～ 10/13(金)

W002A

W002B

作業時、上手に溶接できなかった部分な
ど、対処方法が分かった。

自分の技術の見直しができた。

電流・電圧など溶接条件によってなぜそう
なるのか理由を細かく教育してくれた。

●

●

●
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時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16：00 23,500円

5/11(木) ～   5/12(金)

7/6(木) ～     7/7(金)

11/9(木) ～ 11/10(金)

1/25(木) ～   1/26(金)

W003A

W003B

W003C

W003D

苦手だった溶接の方法やコツを学べたため。

TIG溶接の仕組みを知ることができた。

先輩等からしか聞いたことがなかったので。丁
寧に説明してくれるので、身に付いた。

会社内では体系的に教育を受けていなかった
ので、一から分かりやすく技能を深めることが
できた。

●

●

●

●

時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16：00 23,500円

7/20(木) ～ 7/21(金)W004A

今回はクリーニングの機能の使い方が
よくわかった。（すみ肉溶接が格段にや
りやすくなった）

溶接機の機能や使い方、また熟練の講師
の技術を学べました。

会社で溶接だけの時間がとれないので、
知識と技術を両方じっくりできました。

会社でアルミ溶接技術者がいないため、
会社に帰って教えることが増えました。

●

●

●

●
（Ｔ字継手・重ね継手・角継手の溶接施工）
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時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16：00 18,500円

6/29(木) ～ 6/30(金)W006A

溶接強度に関して曖昧な知識で今まで
やっていたので、明確化できました。

現場からの要望の意図が分かり、また、
今後仕事をする上で考慮すべきことを
知ることができた

図面に描いてある設計の意図を考えな
がら作業するのに役に立ったと思う。　

設計を行う上で作業者がより溶接しやす
い設計にするのに役立つと思った。

●

●

●

●

機械設計、施工管理、技術開発業務に従事する技術者等であって、指導的・中核的な役
割を担う方、またはその候補となる方

座学による溶接関連知識の習得と溶接の実体験を通じて溶接技術の要点を理解し、
適切な設計、溶接指示、トラブル対処、品質改善などができる技術を習得します。

①　コース概要及び留意事項
　　・訓練の目的
　　・専門能力の確認
　　・安全上の留意事項
②　溶接法および溶接機器
③　金属材料の溶接性、溶接部の特徴
④　溶接構造の力学と設計
　　・継手設計に影響する各種強度について /溶接継手設計の基礎
　　・溶接継手の強度計算・実例演習
⑤　設計、技術者視点の溶接施工と問題解決法

溶接施工要領書の読み方 / ミルシートによる冶金的、機械的性質等の確認方法
と施工法への展開 / 各種溶接法、継手形状の溶接実習 / 溶接強度計算に必要な
溶接各部の寸法測定 / 溶接品質に影響を及ぼす変動要因の実例 / 溶接施工にお
ける留意事項と問題解決法

⑥　まとめ
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時 間 帯

 8名 2日 12時間 9:15～16：00 22,000円

8/24(木) ～ 8/25(金)

2/8(木) ～   2/9(金)

W007A

W007B

組織の変化により硬度、じん性等性質が
変化することが理解できた。

熱処理の詳細が分かったため設計に活
かせそうです。

熱処理の知識と組織に関する知識が身
に付いた。

座学と実験を用いたことで、分かりやす
く、熱処理が理解できました。

●

●

●

●

時 間 帯

 5名 3日 18時間 9:15～16：00 25,000円

7/26(水) ～ 7/28(金)W008A

検査・試験の内容・方法等丁寧に教えて
いただき分かりやすかった

RT、UTは実際に見たことがなかったの
で役に立った。

今までPT検査やRT検査を依頼すること
はあったが、特にRTは検査の合否判定が
どのように行われているのか知らな
かったため、大変役に立ちました。

普段見ることのできない機械や設備を
見ることができました。

●

●

●

●
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